


　大阪大学歯学部附属病院矯正科における口唇・口蓋裂患者取り扱いの実態は

下記の通りですので報告いたします。

1.昭和 54 年 2 月末日現在における患者数は昭和 42 年 4 月以降を調査したとこ、

総数は 589 名で性別では男子 342 名(58.1%)、女子 247 名(41.9%)であった。裂

型別でみると、男女の合計で、唇・顎裂 67 名(11.4%)、唇・顎・口蓋裂 498 名

(84.6%)、口蓋裂 24 名(4.1%)であった。最も頻度の高い唇・顎・口蓋裂を細分

すると、片側性 412 名(69.9%)、両側性 104 名(17.7%)であり、片側性の中では

左側 261 名(44.3%)、右側(22.6%)であった。(%値は 589 名を母数とした値であ

る)。


